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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

〈準学士課程〉 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程

が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の

編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっている

か。 

 

（観点に係る状況） 

平成 22 年度に改正した本校の準学士課程の教育課程は，資料５－１－①－１～７に示すように

学科ごとに，低年次では一般科目が多く，高年次になるに従って専門科目が増えるようにバラン

スが取れたくさび型の教育課程となっており，資料１－１－①－２で示した教育目標を達成でき

るように授業科目を編成している。 

 専門科目は，学科ごとの教育目標達成のために，授業科目系統図に沿って必修科目と選択科目

を体系的に配置している。商船学科は「船員教育を基礎にした海事総合科学を身につけた技術者

の育成」のため，１～３年次に共通専門科目を配置し，４年次から航海コースと機関コースに分

かれ，各コースの船舶職員として必須の専門科目及び海事総合科学科目を配置した教育課程の編

成としている（資料５－１－①－８，９）。電子機械工学科は，「ものづくりのできる実践的な技

術者の育成」のため，エンジニアとしての基礎・知識の科目，機械技術者としての関連科目，メ

カトロ二クス関連科目，創造性・技能の育成のための科目を適切に配置している（資料５－１－

①－10）。情報工学科では，「情報リテラシー，情報工学の知識に加え，問題分析，解決能力を備

えたシステム技術者の育成」のため専門基礎，ソフトウェア系，ハードウェア系，電気・電子系，

システム系，応用系，実験系，体験及び資格取得，総合的な各分野の科目を系統的に配置してい

る（資料５－１－①－11）。各学科とも，主に講義を通して専門基礎力を身につけ，全学年に配置

している実験・実習を中心とした科目を通して職業に必要な能力を身につけ，卒業研究などを通

して創造力を身につけた実践的技術者の育成を図っている。また，商船学科だけではなく電子機

械工学科・情報工学科においても，練習船「弓削丸」を活用した実習・授業を実施し，システム

として完結した対象物に柔軟に対応できる資質を養っている（資料５－１－①－12，13）。 

 一般科目の中では，「自然科学の基礎的能力を身につける」ため理科系科目を主に低年次に配置

し，「社会や文化に理解を深め，技術者として幅広い視野に立った人材育成」のために人文社会系

の科目を全般的に配置している（資料５－１－①－14）。また，英語教育においては「国際的視野

でものがみられる技術者育成」の観点から，「総合英語」，「英語表現」，「基礎英語」，「英語購読」

に分け，１年次の「英語表現」においては，各クラスを３分割し，ネイティブの非常勤教員も配

置して少人数教育を実施している（資料５－１－①－15）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

平成 22 年度に学生の多様なニーズ，社会からの要請等に対応するため教育課程を改正している。

教育目標達成のため，一般科目及び専門科目の教育課程がくさび型に編成されバランスが保たれ

ており，必修科目，選択科目が年次ごとに適切に配置されている。授業科目系統図から，実践的

技術者育成のための教育課程の体系が確保されており，各学科の専門科目が系統的に配置されて
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いることが確認できる。また，授業内容は，教育の目的を達成するために，教育課程の編成の趣

旨に沿って，シラバスに明確に記載されている。 

以上のことから，本校の準学士課程では，教育の目標に照らして，授業科目が学科・年次ごと

に適切に配置され，教育課程の体系性・系統性が確保されている。また，授業科目の内容が，全

体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－１－①－１ 

（出典：学生課） 
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資料５－１－①－２ 

（出典：平成 24 年度学生便覧Ｐ．10） 
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資料５－１－①－３ 
 

（出典：平成 24 年度学生便覧Ｐ．12，13） 
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資料５－１－①－４ 
 

（出典：平成 24 年度学生便覧Ｐ．11） 
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資料５－１－①－５ 
 

（出典：平成 24 年度学生便覧Ｐ．14，15） 
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資料５－１－①－６ 

（出典：平成 24 年度学生便覧Ｐ．16，17） 
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資料５－１－①－７ 

（出典：シラバス記載内容から作成） 
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資料５－１－①－８ 

（出典：商船学科） 
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資料５－１－①－９ 

（出典：商船学科） 
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資料５－１－①－10 

（出典：電子機械工学科） 
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資料５－１－①－11 

（出典：情報工学科） 
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資料５－１－①－12 

（出典：平成 24年度授業科目シラバスＰ．344） 
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資料５－１－①－13 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．409） 
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資料５－１－①－14 

（出典：総合教育科） 
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資料５－１－①－15 

 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．375） 
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観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術

の発展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 
（観点に係る状況）  

教育課程については，平成 12 年度以来小幅な改正に留まっていたが，平成 22 年度に学生の多

様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応するため，大幅な改正を行った。情報工

学科においては，学生のニーズ及び学術の発展動向に対応するため資格試験の取得による単位認

定を「特別講義１～５」で行えるようにし，商船学科及び電子機械工学科においては，細分化さ

れていた科目の整理統合などにより体系的な編成を行い，６時限で終了する日を確保できたこと

により，補習・補講及び１年次の初年次教育の対応等を図ることができるようにした（資料５－

１－①－１）。また，一般科目においても，「数学特論」を必修科目に指定し，社会系科目につい

て科目名の変更と内容を社会の要請に合わせるように改正した（資料５－１－②－１）。 

商船学科においては，船舶の運航に従事する船員は，船長，機関長等それぞれに対応した資格

を保有することが国際条約上求められている。こうした船員の資格に関する国際基準（国際社会

からの要請）は，ＳＴＣＷ条約（The International Convention on Standard of Training, 

Certification and Watch Keeping for Seafarers）に規定されている。本校は第１種船舶職員養

成施設として認定されており，教育課程は，５年ごとに国土交通省によるＳＴＣＷ条約に基づく

審査を受け認証されている。海技従事者には国家資格が必要で，高専での４年６ヶ月の席上教育

課程修了後，１年間の（独）航海訓練所での乗船実習を経れば，３級海技士の筆記試験を免除さ

れ，さらに口述試験に合格すれば，その資格が取得できるシステムとなっており，ＳＴＣＷ条約

に基づいた海技従事者育成のための教育課程になっている（資料５－１－①－３，資料５－１－

②－２）。また，商船学科では，「商船学科の人材養成機能の充実と高度化」を目的に，他高専の

商船学科，（社）全日本船舶職員協会，（社）日本船主協会と連携して「ALL SHOSEN 学び改善プロ

ジェクト」として組織を構築し，多様化する学生のニーズや海運界からの要請に対応するため，

教材開発や新たな商船教育システムの開発を行っている（資料５－１－②－３）。 

 本校以外の教育施設等における学修に関する規則を定め（資料５－１－②－４），他の高等教育

機関での学修で単位認定が可能になっている。また，転科に関する規則が整備され（資料５－１

－②－５），１年終了時での転科実績がある（資料５－１－②－６）。 

各学科において，専門分野の学術の動向に即応するため，豊富な現場経験を持つ技術者を講師

に招き，学生に現場や最新技術について教育する「企業技術者等活用プログラム」を利用してお

り，電子機械工学科では「技術者倫理講演」に活用している（資料５－１－②－７）。 

資格試験については，情報工学科では，年次ごとに資格試験のレベルを設定し，取得者には一

定の単位を認定することとし，新教育課程では，総認定単位数を４単位増やした（資料５－１－

②－８）。また，平成 20 年度に CG－ARTS 協会の認定教育校として登録され，平成 24 年度には合

格率部門（団体の部）で優秀賞を受賞しており，ＣＧクリエイター，Ｗｅｂデザイナー，ＣＧエ

ンジニア，画像処理エンジニア，マルチメディアに関連した科目が多くあり，学術の発展動向に

対応した教育内容となっている（資料５－１－②－９－１，２）。 

電子機械工学科及び情報工学科では，インターンシップによる単位認定も行なっており，多く

の学生が単位を修得している（資料５－１－②－10）。また，本校の特色である練習船「弓削丸」

を活用した実習は，商船学科では全年次で「校内練習船実習」として単位化しており（資料５－
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１－①－３），電子機械工学科及び情報工学科においても航海実習による単位認定を行なっている

（資料５－１－②－11）。 

 中途入学者への対応として，留学生に対しては「日本語」及び「日本事情」の科目を設ける特

別教育課程を編成している（資料５－１－②－12，13）。また，学術の発展や社会の動向に広く対

応するため，平成 16 年度から四国地区５高専６キャンパスで連携し，各校から専門の講師を招い

て特別講義を本校が中心となって実施している（資料５－１－②－14）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

平成 22 年度に学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応するため，教育

課程を改正し，商船学科では，国際社会からの要請としてＳＴＣＷ条約に基づいた海技従事者育

成のための教育課程になっており，更に「ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト」を組織し新たな商

船教育システムの開発を行っている。本校以外の教育施設等における学修に関する規則，転科に

関する規則が整備され，転科実績がある。資格試験の単位認定，インターンシップによる単位認

定，全学科において練習船「弓削丸」を活用した実習での単位認定，留学生への特別教育課程編

成などで学生のニーズに対応している。情報工学科では，資格試験による認定単位を増やし，  

CG－ARTS 協会の認定教育校として優秀賞を受賞しており，ＣＧクリエイター，Ｗｅｂデザイナー，

マルチメディア等に関連した科目が多くあり，学術の発展動向に対応した教育内容となっている。

また，四国地区高専連携によって各キャンパスから専門の講師を招いて特別講義が実施されてい

る。 

 以上のことから，本校の準学士課程は，学生のニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に

対して，教育課程の編成及び授業科目の内容が配慮されている。 
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資料５－１－②－１ 
 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．262） 
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資料５－１－②－２ 

（出典：ＳＴＣＷ条約 2010 年マニラ改正版表紙，目次） 
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資料５－１－②－３ 
 

（出典：ALL SHOSEN 学びプロジェクト） 
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資料５－１－②－４ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集６－１抜粋） 
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資料５－１－②－５ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集６－３抜粋） 
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資料５－１－②－６ 

（出典：学生課） 
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資料５－１－②－７ 

（出典：学生課） 
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資料５－１－②－８ 
 

（出典：情報工学科） 
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資料５－１－②－９－１ 

資料５－１－②－９－２ 

（出典：本校ウェブサイト） 

（出典：学生課） 
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資料５－１－②－10 

（出典：学生課） 

（出典：情報工学科） 

（出典：電子機械工学科） 
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資料５－１－②－11 
  

（出典：電子機械工学科） 
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資料５－１－②－12 
 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．289，290） 
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資料５－１－②－13 
  

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．291，471） 
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資料５－１－②－14 
  

 

（出典：学生課） 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランス

が適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなさ

れているか。 

 
（観点に係る状況） 

実践的技術者育成のための教育課程を展開するにふさわしい授業形態として，すべての年次で

講義・演習・実験・実習をバランスよく適切に配置している（資料５－２－①－１～４）。職業に

必要な能力の育成のために，講義の中でも適宜演習を取り入れ，実習や実験では少人数グループ

に分けて実施し，情報処理教育センターや実験室をはじめとする各種施設を活用して（資料５－

２－①－５），教育効果を高めている。また，複数の教員・技術職員で支援する体制を全学科で取

り，高度化かつ多様化してゆく専門分野に対応できる資質を養えるように整備している（資料５

－２－①－６）。商船学科の「校内練習船実習」は，船舶職員としての資質を涵養するため，各ク

ラスを２グループに分けて別日程で実施し実習効果を上げている（資料５－２－①－７）。英語教

育においては，１年次での少人数教育の実施（資料５－２－①－８）やオーラルコミュニケーシ

ョン能力育成のためのマルチメディア教室での授業などを行なっている（資料５－２－①－９）。 

 全学科で本校の特色である練習船「弓削丸」を活用した実習を実施していることや（資料５－

２－①－10）， e-learning コンテンツ（資料５－２－①－11）に，本校のウェブサイトの

「e-learning サイト」からログインして活用することができるなど多面的に学習指導方法の工夫

を凝らしている。 

 また，低学年における基礎学力不足の学生への配慮として，１年次に対して，初年次教育支援

室を中心に数学及び英語の補講・補習等を行っている（資料５－１－①－１，資料５－２－①－

12）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

各科目の授業内容に応じてすべての学年で，少数グループによる授業，演習，実験や複数教員

による授業など実践的技術者育成のためにバランスよく適切に授業形態が整備されている。また，

本校の特色である練習船「弓削丸」を活用した実習，情報処理教育センター，マルチメディア教

室をはじめとする各種施設を活用しての授業，e-learning サイトを設けて活用するなど多面的に

学習指導方法の工夫がなされ教育課程が展開されている。 

 以上のことから，教育の目的に照らして，授業形態のバランスが適切であり，それぞれの教育

内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 
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資料５－２－①－１ 

（出典：学生課） 
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資料５－２－①－２ 

（出典：商船学科） 
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資料５－２－①－３ 
 

（出典：電子機械工学科） 
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資料５－２－①－４ 

（出典：情報工学科） 
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資料５－２－①－５ 
 

（出典：学生課） 
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資料５－２－①－６ 
 

（出典：学生課） 
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資料５－２－①－７ 
 

（出典：練習船弓削丸班） 
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資料５－２－①－８ 
 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．375） 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 210 - 

資料５－２－①－９ 
 

（出典：論文集「高専教育」第 31 号Ｐ．560） 
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（出典：論文集「高専教育」第 31 号Ｐ．561） 
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資料５－２－①－10 

（出典：学生課） 
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資料５－２－①－11 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料５－２－①－12 

（出典：学生課） 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 215 - 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学

習，教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，

活用されているか。 

 
（観点に係る状況）  

本校の準学士課程のシラバスは，学科別に定められた教育課程に沿って科目別に作成され，年

次ごとに一般科目と専門科目に分類され，まとめられている。 

シラバスの作成に当たっては，全教員に作成要領（資料５－２－②－１）を配布し，記載内容

の形式を統一しており，学修単位の場合には１単位当たり 30 時間の自学自習が必要であることを

明記している。シラバスの記載内容については，各学科のシラバス担当教員によって点検・改善

を行なっている。 

 具体的な様式は，資料５－２－②－２のようになっており，講義の最初に授業ガイダンスを設

け（シラバスを活用して講義の目的・内容・成績評価などについての説明），学習目標を掲げ，授

業の進め方を示し，各時間の学習項目とその学習到達目標を明記し，成績の評価方法を具体的に

示して学生の履修に役立つように配慮している。学修単位の自学自習の実質化のための対策とし

ては，レポートや自学自習課題の提出を求め，成績評価に反映することとしている。また，商船

学科では，第１種船舶職員養成施設に関連する授業科目内容の該当項目も明示している（資料５

－２－②－３）。 

 シラバスは，ウェブサイトに公開され（資料５－２－②－４），クラスごとに抜き刷りを作成し

て，全学生に配布している。 

 教員のシラバスの活用状況については，アンケート結果（資料５－２－②－５）から，「よく活

用している」，「ある程度活用している」を合わせると約 87％の教員が活用しており，「授業の内

容を全般的に説明する」または「授業計画の策定と実際の授業の進め方」に活用している教員が

80％を超えていることから，概ね活用されていると判断される。しかしながら，学生のシラバス

活用状況については，アンケート結果（資料５－２－②－６）から，「活用している」と回答した

学生は 25％程度に留まっており，活用度を上げる改善が必要である。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校のシラバスは，教育課程の編成に沿って配置された科目ごとに作成され，記載内容の形式

が統一されている。学修単位の自学自習の実質化のための対策としてレポートや自学自習課題の

提出を求めることも明記されている。商船学科においては，第１種船舶職員養成施設に関連する

授業科目内容の該当項目も明示している。シラバスの抜き刷りは全学生に配布されており，ウェ

ブサイトに公開されている。教員はガイダンス等を通じて概ねシラバスを活用しているが，学生

の利用度は不十分で改善が必要である。記載内容については，点検・改善を重ねている。 

以上のことから，教育課程の編成に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育

方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備されている。活用については，教

員は概ね活用しているが，学生の活用に関しては改善の余地がある。 
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資料５－２－②－１ 
 

（出典：学生課） 
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資料５－２－②－２ 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．342）  



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 218 - 

資料５－２－②－３ 
 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．95） 
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資料５－２－②－４ 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料５－２－②－５  
教員アンケート結果  

資料５－２－②－６ 
学生アンケート結果 

（出典：企画広報室） 
 

（出典：企画広報室） 

34%

53%

12%

1%

「シラバス」をどの程度活用していますか？

よく活用している。 ある程度活用している。

あまり活用していない。 全く活用していない。
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップ

の活用が図られているか。 

 
（観点に係る状況） 

準学士課程では，各学科において，講義・演習・実習科目を履修した上で，各教員の個別指導

の下で卒業研究を行わせることによって，総合的に創造力を育んでいる（資料５－２－③－１～

３）。例えば，電子機械工学科においては，「潮流発電」の研究を上島町と連携したプロジェクト

として成果を挙げている（資料５－２－③－４）。商船学科においては，「海のカーナビゲーショ

ンの開発」など新しく創造的な研究に挑戦している。また，創造性教育の成果として，様々なコ

ンテストに積極的に参加し外部から高い評価を得ている（資料５―１－③－５～８）。とりわけ，

全国レベルで優秀な成績を収めているプログラミングコンテストは，単位認定を行なっており（資

料５－２－③－９），その指導成果は，「プログラミング特論」や「情報工学実験４」等の授業に

おいてフィードバックし，学生が自ら考え，創造し，柔軟に対応できる能力を養っている（資料

５－２－③－10）。  

インターンシップは，電子機械工学科及び情報工学科の４年次の夏休み期間中に「夏季実習」

として実施し（資料５―２－③－11），多くの学生が履修している（資料５－２－③－12）。企業

等における実社会での実務を体験し，実践力の育成を図っている。実習終了事後は，実習報告書

の提出を義務づけ（資料５－２－③－13），校内で実習報告会を行い，企業等による実習証明書（資

料５―２－③－14）を参考に，単位認定を行なっている。なお，商船学科においては，早期の海

技従事体験の必要性から，現在の４年半の席上過程終了後の１年間の大型練習船実習を短期実習

分割方式（低学年次に１ヶ月，４年次後期に５ヶ月，６年前期に６ヶ月）に平成 25 年度から段階

的に移行することになっており，座学の途中で実習体験を積めることになる（資料５―２－③－

15）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の準学士課程では，各学科において，講義・演習・実習科目を履修した上で卒業研究を行

わせることによって，総合的に創造性を育む教育が行われている。特に，全国レベルで優秀な成

績を収めているプログラミングコンテストで得られた知見を授業にフィードバックし，対外的に

評価される創造力育成が図られている。また，実社会における実践力の育成を目的に，企業と連

携を取りながら，インターンシップが活用されている。 
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資料５－２－③－１ 
 

 
（出典：商船学科） 
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資料５－２－③－２ 

（出典：電子機械工学科） 
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資料５－２－③－３ 
 

（出典：情報工学科） 
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資料５－２－③－４ 

（出典：企画広報室） 
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資料５－２－③－５ 

（出典：学生課） 
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資料５－２－③－６ 
  

（出典：情報工学科） 
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資料５－２－③－７ 
 

（出典：情報工学科） 
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資料５－２－③－８ 
  

資料５－２－③－９ 

（出典：学生課） 

（出典：情報工学科） 
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資料５－２－③－10 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料５－２－③－11 

資料５－２－③－12 
 

（出典：電子機械工学科・情報工学科） 

（出典：電子機械工学科・情報工学科） 
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資料５－２－③－13 
 

（出典：電子機械工学科） 
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資料５－２－③－14 

（出典：情報工学科） 
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資料５－２－③－15 

 

（出典：高専機構） 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 235 - 

観点５－３－①： 教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人

間性の涵養が図られるよう配慮されているか。また，教育の目的に照らして，

課外活動等において，豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されているか｡ 

 
（観点に係る状況） 

本校では，挨拶や身だしなみ等の基本的社会マナーを守ることができ，規律ある行動をとるこ

とができ，目標に向かって自ら努力できるような豊かな人間性の涵養を目指している（資料５－

３－①－１）。また，自身のことだけでなく，環境問題に関心を持ちボランティア精神豊かな人間

性を涵養することも目指している。 

 学生の人間性と深く関わる担任は，学級運営の方針・計画（資料５－３－①－２）に従ってク

ラス運営を行う。高等専門学校設置基準で定められている特別活動を第１学年から第３学年にお

いて毎週木曜日の７時限目にホームルームとして配置し，人間性の育成・素養の涵養に努めてい

る。各担任教員が年度当初に活動目標を設定し，年間計画を立てて（資料５－３－①－３），学級

担任が準備した資料を活用する（資料５－３－①－４）などして，学生からのフィードバックも

行いながら特別活動を実施している。地域のＮＰＯ法人の方と連携したホームルーム活動も実施

している（資料５－３－①－５）。また，ホームルームの時間を用いて身だしなみ指導（資料５－

３－①－６）も行っている。ホームルームの時間は，キャリア教育，交通安全教育のための講習

会にも用いられている（資料５－３－①－７，８）。また，クラス運営・活動の導入として，入学

時に新入生オリエンテーション（資料５－３－①－９）を行い，担任と学生，学生同士のコミュ

ニケーションを円滑にする試みを行っている。 

全教員の輪番による早朝の挨拶指導を，一年を通じて行い，交通ルールの遵守などの通学マナ

ーや服装の指導の他に，学生とのコミュニケーションを図り，規律ある精神を育んでいる（資料

５－３－①－10）。 

生活の規律や目標を立てる習慣は，教員による日常的な指導の他に生活ノートやビジネス手帳

（資料５－３－①－11）等を活用し学級担任が定期的に確認して指導することからも育まれてい

る。 

電子機械工学科４年において，企業からの外部講師を招いて技術者倫理教育に関する特別講義

を行っている（資料５－３－①－12）。また，情報工学科５年において，環境工学を開講し，環境

問題に関する講義を行っている（５－３－①－13）。 

ボランティア精神を養い育てるために，航海体験を通じて神戸市で身障者の支援活動を行い（資

料５－３－①－14），また，ＮＰＯ法人グリーンキャンドゥに協力し，本校近くの松原海岸の清掃

ボランティアを行っている（資料５－３－①－15）。 

本校では，盛んにクラブ活動を行い，集団行動と規律，目標に向かって努力する精神を養って

いる。そのために，全教員が顧問として熱心に参加している（資料５－３－①－16）。この成果と

して，マイコン部のプログラミングコンテストでの全国随一の活躍（資料５－３－①－17）やヨ

ット部の国体出場（資料５－３－①－18）が挙げられる。 

 また，１年間の学校行事を通して豊かな人間性の涵養を図るように配慮している（資料５－３

－①－19）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 
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特別活動だけでなく，全教員による挨拶指導等を通して，挨拶や身だしなみといった社会的な

マナーを備え，ルールを守る規律ある行動がとれる人間性を涵養している。また，授業やボラン

ティア活動への参加によって，環境問題への関心やボランティア精神を高める試みを行っている。

また，クラブ活動や学校行事を通して集団行動と目標に向かって努力する精神を養い，豊かな人

間性の涵養を図っている。 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 237 - 

資料５－３－①－１ 

（出典：平成 24 年度第１回教員会議資料） 
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資料５－３－①－２ 

（出典：平成 24 年度学級担任の手引きＰ．４） 
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資料５－３－①－３ 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．413） 
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資料５－３－①－４ 
学生が記入した学校生活記録 

 
 個人情報等保護のための削除 

（出典：学級担任） 
 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 241 - 

資料５－３－①－５ 

（出典：学級担任） 
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資料５－３－①－６ 
 

（出典：平成 24 年度第１回教員会議資料） 
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資料５－３－①－７ 

資料５－３－①－８ 
 

（出典：担当教員） 

（出典：学生課） 
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資料５－３－①－９ 

（出典：学生課） 
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資料５－３－①－10 

（出典：学生課） 
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資料５－３－①－11  

（出典：担当教員） 
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資料５－３－①－12 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．319） 
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資料５－３－①－13 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．493） 
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資料５－３－①－14 

（出典：学生課） 
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資料５－３－①－15 

（出典：学生課） 
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資料５－３－①－16 

（出典：学生課） 
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資料５－３－①－17 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料５－３－①－18 

  

ヨット部の国体出場（別添資料１） 

資料５－３－①－19 

 

（出典：平成 23 年 10 月５日付け愛媛新聞抜粋） 

（出典：学生課） 
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観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学

生に周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，

進級認定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 
（観点に係る状況） 
 成績評価基準については，資料５－４－①－１に示す学業成績の評価（再試験・特別試験及び

追試験の評価を含む）並びに進級・特別進級及び卒業の認定に関する規則第９条及び第 10 条に規

定している。追試験実施については同規則第５条に規定し，再試験実施については同規則第６条

に規定し，特別試験の実施については同規則第７条に規定している。単位の修得に関しては同規

則第３条に規定し，卒業の認定については同規則第 15 条に規定している。また，学年制の前提の

下で，特別進級については同規則第 13 条に規定し，追認試験については同規則第 14 条に規定し

ている。この規則は，全学生に配布している学生便覧（資料５－４－①－２）に掲載し，新入生

ガイダンス時（資料５－４－①－３）やホームルームの時間を利用して学生に周知している（資

料５－４－①－４）。 

 成績評価は，各教員がシラバスに示した評価方法に従って行う。資料５－４－①－５に具体例

を示す。成績評価表は，教務システムにより各教員が入力し教務係で保管している（資料５－４

－①－６）。全試験答案は，電子ファイル化し本校内のサーバーに保管している（資料５－４－①

－７）。学年末における成績周知及び成績判定の日程を資料５－４－①－８に示す。成績及び欠課

時数の訂正が必要な場合には，担当教員が必要事項を記入して，教務係に連絡を行う（資料５－

４－①－９）。 

 １単位の履修時間が，授業時間以外の学修と合わせて 45 時間である授業科目については，シラ

バスに明記し，学生に周知している（資料５－４－①－10）。 

 規定の運用は厳格かつ慎重に行っている。成績判定及び単位認定は成績判定会議（資料５－４

－①－11），進級認定は進級判定会議（資料５－４－①－12），卒業認定は卒業判定会議（資料５

－４－①－13）を校長・全教員参加の教員会議として開催し，審議し判定している（成績及び卒

業判定資料は，訪問調査時に提示）。また，特別進級に伴う単位追認試験結果の判定（資料５－４

－①－14）についても，その都度，判定会議を開催している（資料５－４－①－15）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 成績評価基準や進級・卒業認定基準に関する規則が制定されており，学生に周知されている。

また，成績判定，単位認定，進級認定，卒業認定は教員会議で，校長及び全教員によって審議さ

れ，適切かつ厳格に実施されている。 
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資料５－４－①－１－１ 
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資料５－４－①－１－２ 
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資料５－４－①－１－３ 
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資料５－４－①－１－４ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集６－５抜粋） 
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資料５－４－①－２ 
  

（出典：平成 24 年度学生便覧目次） 
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資料５－４－①－３ 

（出典：学生課） 
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資料５－４－①－４ 
 

（出典：企画広報室） 
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資料５－４－①－５ 
科目成績一覧 

 
個人情報等保護のための削除 

（出典：担当教員） 
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資料５－４－①－６ 

（出典：学生課） 
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資料５－４－①－７ 

（出典：学生課） 
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資料５－４－①－８ 

（出典：平成 24 年度３月学事予定表） 
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資料５－４－①－９ 

（出典：学生課） 
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資料５－４－①－10 

（出典：平成 24 年度授業科目シラバスＰ．61） 
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資料５－４－①－11 

（出典：平成 24 年度第 18 回教員会議議事録） 
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資料５－４－①－12 

（出典：平成 24 年度第 19 回教員会議議事録） 
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資料５－４－①－13 

（出典：平成 24 年度第 17 回教員会議議事録） 
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資料５－４－①－14 

平成 24 年度第２回追認試験結果一覧表 

 

 個人情報等保護のための削除 

（出典：学生課） 
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資料５－４－①－15 

 

（出典：平成 24年度第３回教員会議議事録） 
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〈専攻科課程〉 
観点５－５－①： 教育の目的に照らして，準学士課程の教育との連携，及び準学士課程の教

育からの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

 
（観点に係る状況） 

専攻科の教育課程と準学士課程の教育との連携は，専攻科の説明資料「未来へのひとづくりも

のづくり」の中で明確にしている（資料５－５－①－１，２）。 

海上輸送システム工学専攻については，商船学科における航海コース・機関コースの２つの系

との連携を図り，生産システム工学専攻については，電子機械工学科と情報工学科の２学科との

連携を図っている。 

また，専攻科の授業科目（平成 24 年度カリキュラム改訂）は，母体となる準学士課程の各学科

の授業科目（平成 22 年度カリキュラム改訂）を基礎として，より高度な内容への発展・融合，応

用力の育成などが図られるように連続性を考慮し配置されている（資料５－５－①－３～５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科における教育内容と準学士課程の各コース・各学科の教育との連携は，専攻科設置時及

び平成 24 年度のカリキュラム改訂時においても明確にされている。また，学科・専攻科科目の関

連図から，専攻科に配置される授業科目が準学士課程における授業科目を基礎として，連続性を

持たせて体系的に配置されていると認められる。 

以上のことから，本校の専攻科の教育課程は準学士課程の教育との連携を考慮したものとなっ

ている。 
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資料５－５－①－１ 
 

（出典：専攻科「未来へのひとづくりものづくり」） 
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資料５－５－①－２ 
 

（出典：専攻科「未来へのひとづくりものづくり」） 
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資料５－５－①－３ 
 

（出典：専攻科） 
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資料５－５－①－４ 
 

（出典：専攻科） 
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資料５－５－①－５ 
 

 

（出典：専攻科） 
 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 279 - 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に

編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨

に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

 
（観点に係る状況） 

本校の専攻科の目的については学則により，「高等専門学校における教育の基盤の上に，精深な

程度において商船及び工業に関する高度な専門的知識及び技術を教授し，もって広く産業の発展

に寄与する人材を育成すること」（資料５－５－②－１）と明確にしており，その下に各専攻の教

育目標をより具体的に掲げている（資料５－５－②－２）。 

これらの目的及び教育目標を達成するために授業科目を体系的に配置している。準学士課程科

目を基にしてより高度な技術教育を行うため，授業科目は，専門基礎科目，専門必修科目，専門

選択科目に分類され（資料５－５－②－３～７），基礎的及び専門的な知識・能力を育むように配

慮されている。また，専攻ごとの実践的な専門技術者育成を図るため，実験・演習系科目と特別

研究を配置している。 

授業内容についてはシラバス（資料５－５－②－８）に明記されており，学習・教育目標に沿

ったものとなっている。また，学士の学位取得については，大学評価・学位授与機構の分類によ

る専門分野の基準に対応して取得できるように編成している（資料５－５－②－９,10）。さらに，

本専攻科における教育の実施状況は，平成 23 年２月に独立行政法人大学評価・学位授与機構によ

って，「適」と認められている（資料５－５－②－11）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科の教育目的を達成するために，各専攻では専攻ごとに教育目標が定められ，適切な授業

内容となるように配慮されている。また，教育目標に掲げられたレベルに到達するために段階的

な履修が可能となるように授業科目が配置され，学士の学位取得が可能となるように体系的に教

育課程が編成されている。 

 
 

資料５－５－②－１ 
専攻科の目的 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集１－１弓削商船高等専門学校学則抜粋） 
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資料５－５－②－２ 
専攻ごとの教育目標 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．１） 
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資料５－５－②－３ 
 

（出典：専攻科「未来へのひとづくりものづくり」） 
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資料５－５－②－４ 
専攻科授業科目 

（出典：専攻科） 
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資料５－５－②－５ 
 

（出典：専攻科） 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 284 - 

資料５－５－②－６ 
 

（出典：専攻科） 
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資料５－５－②－７ 
 

（出典：専攻科） 
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資料５－５－②－８ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．75） 
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資料５－５－②－９ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．7） 
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資料５－５－②－10 

 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．47） 
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資料５－５－②－11 
 

 

（出典：企画広報室） 
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観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術

の発展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 
（観点に係る状況） 

学生や社会からの要請等に応えるために，平成 24 年４月から専攻科に新カリキュラムを導入し

た（資料５－５－③－１）。主な新設科目としては，社会からの要請として運営諮問会議で提言さ

れた（資料５－５－③－２）「長期・短期インターンシップ」（資料５－５－③－３，４），専攻科

学生のＴＡを自主的な活動から単位認定科目にするための「教育技術演習」（資料５－５－③－５），

学術の動向に対応するための「生産システム工学概論」（資料５－５－③－６）が挙げられる。「教

育技術演習」は，準学士課程の補習や学生実験などのアシスタント経験を通して，自身の教育技

術やコミュニケーション能力などの向上を図る。「生産システム工学概論」は補充教育の一環であ

り，機械系出身者が情報系科目を履修する，またはその逆の場合に問題となる専門的予備知識の

不足を補う目的で開設されている。 

海上輸送システム工学専攻では，国際的視野でものがみられる海事管理技術者の育成，生産シ

ステム工学専攻では，国際感覚をもつ実践的専門技術者の育成を目指しており，「英語（外国人講

師）による専門授業」（資料５－５－③－７～９），７年連続で実施されている「専攻科英語キャ

ンプ」（資料５－５－③－10），国際会議における専攻科学生の研究発表（資料５－５－③－11），

協定を結んでいるタイ王国の大学との文化交流（資料５－５－③－12）を通して，外国語による

コミュニケーション能力の向上や異文化に対する理解の育成に努めている。 

他高等教育機関との単位互換に関する制度については明確に存在しておらず，今後，構築して

いく等の改善が必要である。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の専攻科では，カリキュラムを改訂し新設科目を設置するなど，学生の多様なニーズ，学

術の発展の動向，社会からの要請等に配慮して運営されている。特に，専攻科課程における外国

語教育や異文化交流事業は，充実している。 
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資料５－５－③－１ 

（出典：専攻科だより第 26 号） 
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資料５－５－③－２ 
 

（出典：第５回運営諮問会議報告書Ｐ．２） 
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資料５－５－③－３ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．19） 
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資料５－５－③－４ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．20） 
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資料５－５－③－５ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．21） 
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資料５－５－③－６ 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．63） 
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資料５－５－③－７ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．66） 
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資料５－５－③－８ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．53） 
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資料５－５－③－９ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．54） 
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資料５－５－③－10 
 

（出典：専攻科だより第 24 号） 
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資料５－５－③－11 
 

（出典：専攻科） 
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資料５－５－③－12  

 

（出典：国際交流推進室） 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランス

が適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなさ

れているか。 

 
（観点に係る状況） 

専攻科課程の目的及び専攻ごとに掲げた教育目標に沿ってシラバスを作成し，それに基づいて

授業を実施しており，授業形態として，講義，演習，実験，研究をバランスよく配置している（資

料５－６－①－１，２）。 
１学年では高度な知識の習得やものづくりに必要な基礎理論及び専門知識を身につけるため，

各専攻とも講義の比率が高いが，２学年では特別研究の割合が増え，創造力，技術開発能力の養

成にウェイトが置かれるようになっている。 
専門選択科目の中では，海上輸送システム工学専攻で航海系と機関系に，生産システム工学専

攻で機械工学系と情報工学系に分かれる科目が多く（資料５－５－②－４～７），少人数教育が実

施されている。 
また，教育技術やコミュニケーション能力の育成を目的とした授業（資料５－５－③－５），異

分野の基礎知識の補充を目指した授業（資料５－５－③－６），情報機器を活用した授業（資料５

－６－①－３），本校の環境を活かしたフィールド型授業（資料５－６－①－４），練習船「弓削

丸」を活用した実験（資料５－６－①－５）など，各授業科目にふさわしい学習指導方法の工夫

を行っている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 

専攻科課程の目的及び専攻ごとの教育目標に照らして，講義科目を中心に，演習，実験，研究

等の授業形態のバランスが適切であり，２年間を通して実施されている。 
また，少人数授業，補充教育，情報機器の活用，本校の環境を活かしたフィールドスタディを

取り入れた授業，練習船「弓削丸」を活用した授業など，それぞれの教育内容に応じた学習指導

法の工夫がなされている。 
 

 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 304 - 

資料５－６－①－１ 
授業科目における講義，実験，演習等の時間数 

（出典：専攻科委員会） 
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資料５－６－①－２ 
授業科目における講義，実験，演習等の時間数 

（出典：専攻科委員会） 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 306 - 

資料５－６－①－３ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．55） 
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資料５－６－①－４ 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．52） 
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資料５－６－①－５ 
 

 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．17） 
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観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学

習，教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，

活用されているか。 

 
（観点に係る状況） 

専攻科課程のシラバスは，各専攻の教育課程の編成に沿って学位授与機構の区分に該当する科

目としての位置付けを明確にした上で，専攻科長から示された統一様式で担当教員が作成してい

る。 

「シラバス作成要領について」（資料５－６－②－１）では，「授業時間外の学修に 1 単位当た

り 30 時間を充てる」ことを明記し，その具体策の記入を促している。また，学習目標，授業の進

め方，学習内容などの記載事項から，学生がその授業で習得する知識・授業レベルを理解し，学

習計画を立てられるように配慮している。成績評価方法については，定期試験だけでなく課題，

レポート，プレゼンテーションなどで総合評価することも具体的に記載している（資料５－６－

②－２）。 

シラバスは，専攻科入学時に配布する「専攻科学生用手引き・シラバス」内に収録したり，ウ

ェブサイトに公開（資料５－６－②－３）する等により，学生に周知している。 

各授業科目においては，最初の授業時に講義ガイダンスとしてシラバスを活用し，授業開始に

当たってその内容・成績評価方法を学生に説明している（資料５－６－②－２）。専攻科学生への

アンケート結果から，70％以上の学生がシラバスを活用していると回答しており（資料５－６－

②－４），概ね利用されていると判断されるが，事前学習及び復習等への活用については改善の余

地がある。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科課程のシラバスは，講義履修モデルに沿って配置された科目ごとに作成され，授業内容

や成績評価方法についても明確に定められた記載内容で統一されており，適切に整備されている。 

担当教員による授業開始時のガイダンスでシラバスが利用され，専攻科学生へのアンケート調

査結果から概ね活用されている判断される。 
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資料５－６－②－１ 
 

（出典：専攻科委員会） 
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資料５－６－②－２ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．11） 
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資料５－６－②－３ 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料５－６－②－４ 

 

（出典：企画広報室） 
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観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップ

の活用が図られているか。 

 
（観点に係る状況） 

専攻科課程の教育は基本的に少人数教育であり，専攻科の教育目標を達成するため，各授業科

目の中で，独創的な発想・実際的な開発能力の育成（資料５－６－③－１），実践的な問題解決能

力を身につけさせるＰＢＬ型教育（資料５－６－③－２）を実施している。 

また，特別研究においては，研究テーマに対する準備，研究実施方法，研究結果の取りまとめ

まで，学生に主体的に取り組ませ，創意工夫を積み重ねることで創造力を育んでいる（資料５－

６－③－３）。 

その途中段階での発表の場として，特別研究中間発表会を実施している（資料５－６－③－４）。

対外的にも，大学・高専発のベンチャーの創出を目標に実施されている新事業の提案コンペ「キ

ャンパスベンチャーグランプリ（ＣＶＧ）」に入賞するなどの成果を上げている（資料５－６－③

－５）。 

平成 24 年度に実践的教育として準学士課程とは別に，新たに単位化したインターンシップ制度

では，早速２名(３件)が，国内外の企業・事業所での実務を体験している（資料５－６－③－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科の教育目標に沿って，各授業の中でＰＢＬ型や創造性を育むなどの教育方法が工夫され

ている。特別研究では個別指導により問題提起能力，創造力，実践的問題解決能力が育成される

ような指導が行われ，本科での研究を発展させ，「キャンパスベンチャーグランプリ」に入賞する

などの効果が上げられている。また，新たに単位化したインターンシップの活用が図られている。 
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（出典：紀要 35 号Ｐ．116） 
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資料５－６－③－２ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．85） 
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資料５－６－③－３ 

（出典：専攻科） 
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資料５－６－③－４ 
  

（出典：専攻科） 
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資料５－６－③－５ 
 

（出典：専攻科だより第 16 号） 
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資料５－６－③－６ 

（出典：学生課） 
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観点５－７－①： 教育の目的に照らして，教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

 
（観点に係る状況） 
 教養教育を行うため専攻科課程では，専門基礎科目として「文書表現論」，「数理工学」，「物理

学特論」，「環境化学概論」，「技術英語１・２」及び「情報処理応用論」を必修科目として設置し

ている（資料５－７－①－１，２）。また，平成 24 年度からカリキュラムを改正し，専門科目に

「短期・長期インターンシップ」及び「教育技術演習」を新たに開設した（資料５－７－①－３

～５）。 
 特別研究テーマの決定は，学生が主体的に研究に取り組むために，専攻科長・副専攻科長を中

心として段階的な指導を行っている（資料５－７－①－６）。決定された研究テーマに関して，指

導教員が研究目標・方法・授業受講科目計画に至るまで学生と密接な連携をとった上で，学生に

は毎日研究日誌に作業内容と時間数を記入させ，１週間ごとに指導教員が内容についてチェック

し，打合せを行っている。指導教員は，半期ごとに研究指導計画書を作成し，各期の終了時に研

究指導報告書と研究日誌を教務係へ提出している（資料５－７－①－７～10）。１学年終了時には

特別研究発表会を行い，２年時には中国・四国地区専攻科生研究交流会で発表を行い，研究成果

の経過報告を義務付けて，各専攻全体でも研究の進捗状況を把握するように努めている（資料５

－７－①－11，12）。また研究成果を関連学会及び関連論文集等に積極的に発表することを目標に

指導を行い，５期生においては学術論文投稿８件，学会発表 26 件の実績があり，関連学会から「希

望の星賞」，「優秀講演賞」及び「優秀発表賞」等の受賞を受けている（資料５－７－①－13～18）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 専攻科では教養教育の多くを必修とし，総合教育科の常勤教員が講義を担当しており，教養を

授け，国際社会に対応したコミュニケーション能力を身に着けた技術者の育成を行う体制がとら

れている。 
 また，研究指導体制は，研究テーマ決定を行う段階から専攻科長・副専攻科長を中心にした丁

寧な指導が行われ，複数教員による研究指導体制の中で指導教員と学生の綿密な連携が図られて

いる。 
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資料５－７－①－１ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．７，47） 
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資料５－７－①－２ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．９） 
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資料５－７－①－３ 

（出典：企画広報室） 
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資料５－７－①－４ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．21） 
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資料５－７－①－５ 
 

（出典：学生課） 
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資料５－７－①－６ 
 

資料５－７－①－７ 
（出典：専攻科） 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．４） 
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資料５－７－①－８ 
 

（出典：学生課） 
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資料５－７－①－９ 
 

（出典：学生課） 
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資料５－７－①－10 
 

（出典：学生課） 
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資料５－７－①－11 
 

（出典：専攻科特別研究論文集第５号目次） 
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資料５－７－①－12 
 

（出典：専攻科特別研究論文集第５号目次） 
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資料５－７－①－13 
 

（出典：学生課） 
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資料５－７－①－14 

（出典：学生課） 
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資料５－７－①－15 
 

（出典：学生課） 
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資料５－７－①－16 
平成 21 年度軽金属希望の星賞 受賞者表彰 

 
著作権に関係するために削除 

（出典：軽金属 Vol.59  No.３会告） 
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資料５－７－①－17 
 
 

（出典：専攻科だより第 18 号） 
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資料５－７－①－18 
日本機械学会中四国支部ＨＰ 

 卒業研究発表後援会優秀発表賞 受賞者 
 
 著作権に関係するために削除 

（出典：日本機械学会中国四国支部ウェブサイト） 
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周

知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了

認定が適切に実施されているか。 

 
（観点に係る状況） 
 専攻科課程の単位の修得については，学則第 48 条に規定し，修了の認定については同第 50 条

に規定し（資料５－８－①－１），必要事項については別に定めている（資料５－８－①－２）。

これらの規則は，全専攻科学生に配布される「専攻科学生用手引き・シラバス」（資料５－８－①

－３）に掲載されており，専攻科入学時のオリエンテーションにおいて，専攻科長が説明して周

知を徹底している。その中で，１単位の履修時間が授業以外の学習を合わせて 45 時間であること

も学生に周知している（資料５－８－①－２）。 
 各科目の成績評価は，シラバスに示した評価基準に従って行い，全試験答案，レポートなどと

共に成績評価表を作成し，保管している（資料５－８－①－４，５）。各期の授業完了報告書の提

出前に開校日を設けて，各科目ごとに成績を学生に伝えて，意見申立の機会としている（資料５

－８－①－６）。 
 単位認定は，授業担当教員が授業完了報告書を作成・提出し（資料５－８－①－７），専攻科委

員会委員により厳格に確認の上，単位修得が了承され（資料５－８－①－８，９），修了認定は教

員会議で適正に審議することにしている（資料５－８－①－10）。 
 成績評価及び修了認定の専攻科学生への周知度はアンケートで確認している（資料５－８－①

－11）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 

成績評価・単位認定基準や修了認定基準に関する規則が制定されており，学生に周知されてい

る。 
また，授業担当教員から授業完了報告書を受けて，専攻科委員会委員にて厳格に確認の上，修

了認定は教員会議で適正に審議・判定されている。 
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資料５－８－①－１ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校学則１－１抜粋） 
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資料５－８－①－２ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．３） 
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    資料５－８－①－３ 
 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用田引き・シラバス表紙） 
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資料５－８－①－４ 
 

資料５－８－①－５ 
 
 
 

 個人情報等保護のための削除 

（出典：担当教員） 

－（略）－ 

（出典：平成 24 年度専攻科学生用手引き・シラバスＰ．49） 

「文章表現論」成績評価表 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 344 - 

資料５－８－①－６ 

（出典：学生課） 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

- 345 - 

資料５－８－①－７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人情報等保護のための削除 
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資料５－８－①－８ 
海上輸送システム工学専攻 成績一覧表 

 
個人情報等保護のための削除 

 

（出典：専攻科委員会） 
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資料５－８－①－９ 
 

（出典：平成 24 年度第３回専攻科委員会） 
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資料５－８－①－10 
 

（出典：平成 24 年度第６回教員会議） 
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資料５－８－①－11 
 専攻科学生アンケート 

 

（出典：専攻科） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 
〈準学士課程〉 
 「商船学科の人材養成機能の充実と高度化」を目的に，他高等専門学校の商船学科，（社）全日

本船舶職員協会，（社）日本船主協会と連携して「ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト」として組

織を構築し，多様化する学生のニーズや海運界からの要請に対応するため，教材開発や新たな商

船教育システムの開発を行っている。また，情報工学科では，全国レベルで優秀な成績を収めて

いるプログラミングコンテストで得られた知見を授業にフィードバックし，CG－ARTS 協会の認定

教育校として優秀賞を受賞しており，ＣＧクリエイター，Ｗｅｂデザイナー，マルチメディア等

に対応した教育内容への改善を図っている。 
〈専攻科課程〉 

専攻科の教育目標を達成するために，教育技術演習やコミュニケーション能力の育成を目的と

した授業，異分野の基礎知識の補充を目指した授業，情報機器を活用した授業，本校の環境を活

かしたフィールド型授業，練習船「弓削丸」を活用した実験など多様に配置し，学習指導方法の

工夫を行っている。また，国際的視野でものをみることができる実践的技術者の養成を目指して，

英語（外国人講師）による専門授業，英語キャンプ，国際会議における研究発表，タイ王国の大

学との国際交流などを実施しており，異文化交流事業等が充実している。 
（改善を要する点） 
〈準学士課程〉 
 学生のシラバス活用状況が十分でなく，周知だけでなく実際の利用度を高めることが必要であ

る。 
〈専攻科課程〉 

他高等教育機関との単位互換に関する制度が明確には存在しておらず，改善の必要がある。 
 

（３）基準５の自己評価の概要 

〈準学士課程〉 
平成 22 年度に，学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応するため，教

育課程を改正した。新しい教育課程においても，本校の準学士課程の教育課程は，低学年では一

般科目が多く，高学年になるに従って専門科目が増えるようなくさび型の教育課程となっており，

教育目標を達成できるように授業科目を体系的に適切に配置している。専門科目は，授業科目系

統図に沿って必修科目と選択科目が系統的に配置されている。主に講義を通して専門基礎力を身

に付け，全年次に配置している実験・実習を中心とした科目を通して職業に必要な能力を身に付

け，卒業研究などを通して総合的な創造力を身に付けた実践的技術者の育成を図っている。 
授業内容は，教育課程の編成の趣旨に沿って，統一された形式のシラバスに明確に記載され，

学生に周知されており，各期の初講義時にガイダンスを行なって，授業目的・内容及び評価方法

について説明するように努めている。練習船「弓削丸」を活用した教育，四国地区高等専門学校

で連携した特別講義，インターンシップによる実践力の育成，プログラミングコンテストなどを

通して得られた知見を基に対外的にも評価される創造力育成など特色ある教育を実践している。

商船学科は，ＳＴＣＷ条約に基づく審査を受け，第１種船舶職員養成施設として認定されており，

海技従事者育成のための教育課程を適正に編成している。 
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授業形態は，全年次で講義，演習，実験，実習がバランス良く適切に配置され，複数の教員・

技術職員で支援する態勢を全学科で採用し，情報処理教育センター，マルチメディア教室，各実

験室をはじめとする各種施設を活用して，教育効果を高めている。 
高等専門学校設置基準で定められている特別活動を第１～３年次で実施し，学校全体としての

特別活動や学校行事，生活指導や課外活動を通して，人間の素養の涵養が図られるよう配慮して

いる。 
成績評価，進級基準，卒業基準に関する規則を策定し，新入生オリエンテーションや学生便覧

などによって学生に周知している。これらの判定については，判定会議として教員会議の場で審

議され，厳格かつ慎重に実施している。 
〈専攻科課程〉 

専攻科課程の教育課程は，準学士課程の教育との連携を配慮したものとなっており，授業科目

は準学士課程における授業科目を基礎として，連続性を持たせて体系的に配置されている。また，

教養教育の多くを必修とし，総合教育科の常勤教員が講義を担当している。 
学習･教育目標に掲げられたレベルに到達するために段階的な履修が可能となるように授業科

目が配置され，学士の学位取得が可能になるように体系的な教育課程が編成されている。また，

教育目標を達成するために，少人数授業，本校の環境を活かしたフィールド型授業，情報機器の

活用，練習船「弓削丸」を活用した授業，英語（外国人講師）による専門授業，英語キャンプ，

タイ王国の大学との文化交流などを実施し，学習指導法を工夫している。さらに，各授業の中で

創造力や実践力を育む教育がなされている。 
学生のニーズ及び社会からの要請に配慮して，平成 24 年度に教育課程を改正し，短期・長期イ

ンターンシップを単位化した。 
特別研究では，個別指導により問題提起能力，創造力，実践的問題解決能力が育成されるよう

な指導が行われている。研究指導体制は，研究テーマ決定を行う段階から専攻科長や副専攻科長

を中心とした丁寧な指導が行われ，複数教員による研究指導体制の中で指導教員と学生の綿密な

連携を図っている。 
シラバスは，授業内容や成績評価方法など記載内容が統一されている。成績評価，単位認定基

準，修了認定基準に関する規則が制定されており，専攻科入学時のオリエンテーションや各授業

のガイダンスにおいて，手引き書やシラバスを通して学生に周知されている。成績及び修了認定

は，授業担当教員からの授業完了報告書に基づいて，専攻科委員会において確認の上，教員会議

で適正に審議・判定されている。 
 

 


